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令和 4 年度監査総括意見の要旨

1. 健全化に関する報告

令和4年度の奥多摩町における一般会計、都民の森管理運営事業特別会計、山のふるさと

村管理運営事業特別会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特

別会計、下水道事業特別会計、同じく、令和4年度の奥多摩町国民健康保険病院事業会計、

決算である。審査結果だが、令和 4年度の奥多摩町における全8会計の決算書類は、関係法

令に準じて作成されており、関係帳簿及び会計伝票並びに証票類とも照合の結果、決算の

計数に誤りはなく、預金残高とも符合し、基金の運用状況及び予算の執行も、適正かつ正

確であり、歳入、歳出とも妥当であったことを認める。財政の健全化に関する法律に係る

審査についても、健全化判断比率、資金不足比率ともに良好であった。

2. 代表監査の総括意見

新型コロナウイルス感染症は、令和元年 12 月に中国で感染者が報告され、日本において

も令和 2 年 1 月に最初の感染者が出て以来、ピークとピークアウトを繰り返しながら未だ

収束の目途はたっておらず、世界経済や人々の活動に多大な影響を与えているところであ

る。

奥多摩町においても例外ではなく、福祉保健面では新型コロナウイルスワクチン接種へ

の対応、定住化対策面では定住推進における相談会の中止、病院事業面では患者の受診控

え、学校教育関係では臨時休校の実施、観光面では集客を伴うイベントの中止等様々な影

響を受けている。

そんな中、令和 3 年度における奥多摩町の主要財源である町税は 6 億 6,670 万 8 千円で、

前年度と比較して 2,313 万円の減少であった。主な要因としては、土地の地価下落及び家

屋の評価替えによる固定資産税課税ベースの減少、個人の所得減少に伴う個人住民税の減

少である。人口動態を見ても奥多摩町の人口減少と少子高齢化は進んでおり、この状態が

進んでいくと更なる町税の減少、そして財源不足を招くこととなる。今後は、地域の特性

を活かして自主的にこの状況を脱却し町税を確保する必要があると思われる。

奥多摩町では人口減少と少子高齢化を解消させるべく、第 5 期奥多摩町長期総合計画の

将来像の実現を図り、「奥多摩創造プロジェクト」を具現化するために定住化対策事業を

推進されているが、移住及び定住の相談件数が令和 3 年度では前年度より 274 件増加の

2,232 件という事であった。未だ高齢化率は 50％を超え厳しい状況は依然として続いては

いるが、人口増加のため、引き続き本事業の推進を期待している。

奥多摩町の魅力発信源となっている観光産業では、令和 3 年度中は新型コロナウイルス

の影響により、納涼花火大会やふれあいまつり等の予定されていた各種イベントが中止と

なり、実に歯痒い年度となってしまったであろう。そんな中でも駐車場不足解消の取り組

みとして、駐車場シェアリングサービスの開始や観光ゴミ対策等を行い、この様な状況下

で出来る限りの事を実施した。やむを得ず中止とされた各種イベントの復活に備えてしっ

かりと準備を整えていただくと同時に、新たな奥多摩町の魅力を発信できるようなイベン

トの創出を期待する。

農林水産業では、イメージキャラクターの「わさぴー」にもあるように、わさびが特産
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物となっているが、治助イモのブランド化にも引き続き注力願いたい。

奥多摩町といえば東京都でありながら雄大な自然を有する町というのは世間一般的に知

られているところである。近年は新型コロナウイルスの 3 密回避も追い風となったのか、

アウトドアブームが巻き起こっている。奥多摩町でもキャンプ場や登山その他自然体験を

提供できる施設として山のふるさと村や都民の森を東京都から管理委託を受けているが、

両施設とも新型コロナウイルスの影響により低稼働の状態が続いてしまっている。東京都

の施設で奥多摩町はそれを管理運営するという事で慎重になっているのは理解できるが、3

密回避を実現できるアウトドアの強みである事を念頭において、もう少し積極的な運営を

されても宜しいのかと思う。

令和 4 年度以降、いずれは新型コロナウイルスと共生する時代が到来すると事になると

思われる。その頃には新型コロナ禍前とほぼ変わらない生活様式となって、最近では聞き

慣れてきてしまっている「新型コロナウイルスの影響により」というようなワードは聞く

機会が少なくなっている事であろう。共生時代へ突入するまでの間は奥多摩町発展のため、

奥多摩町の魅力を更にアピールできるような取り組みの実施や、アイデアを模索するため

の準備期間として有効に限りある時間を使っていただきたい。

以上、奥多摩町の課題である少子高齢化及び人口減少並びに町税確保の観点から総括さ

せていただいたが、支出面においても例月出納検査を通じて事務処理方法、各支出におけ

る妥当性の評価、事故防止等の観点から引き続き監査を行っていく。

最後に町長はじめ特別職の皆様、そして新型コロナ禍の中でも奥多摩町のため、そして

奥多摩町に住まわれている全ての方達のために新型コロナ禍前と変わらない行政サービス

を提供するため、現場で一生懸命働かれている町職員皆様のご尽力に感謝申し上げる。


